
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































まり（第1日）からその終わり（第3日）まで遅らせても、何物も（課され）

ない。jal=Mughnl, vol.5, p.333. 

（注24）「定刻内に履行を逃した礼拝（のカダーゥ）と同じくJal=Ral≪f al= 
Murbi', vol.4, pp.178・179.「礼拝の条件J節（注22）参照。

（注25）「なぜなら巡礼の儀の義務（のlつ）を行わなかったから。但し（ザ

ムザムの）給水人と（ラクダの）牧童には（ミナーでの）夜明かしは課され

ないJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.179. 
「アル＝アッパースは彼の（マッカの巡礼客への）給水の（役目の）ため

に、ミナーの夜をマッカで明かすことの許可をアッラーフの使徒（彼にアッ

ラーフの祝福と平安あれ）に求め、彼（使徒）は彼に許可を与えられたJ（ハ

デイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabfl, vol. I, p.412. 

（注26）「彼には罪は無く、彼は第3日の投石を免じられる。彼は石は地中に

埋める。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4, pp.180・181.
「2日で急いで行う者にも罪はない。また遅らせる者にも、（アッラーフを）

畏れる者には罪はない。J（クルアーン2章203節） al=/f iishiya, vol.4, p.180. 

（注27）「第2日の晩を迎えた者は、塑朝まで残り、人々と共に帰途につけ」

（教友第2代カリフ・ウマルの言葉：マーリク） al=Ral≪f al=Murbi', vol.4, 

p.181, al＝庁'iishiya,vol.4, p.181. 

（注28）「自分の（マッカでの）最後の務め（‘油d）を『館（カアパ神殿）J
の周囲礼としない限り、誰も（マッカを）出立してはならぬJ（ハデイース：
アプー・ダーゥード） al=Salsabf/, vol.I , p.413. 

（注29）「その（マッカでの）最後の務めは『館（カアパ神殿）Jで、となる
ように。それは旅行者がその家族や兄弟たちに別れを告げる場合の慣行と同

じなのである。jal=Rautj al=Murbi', vol.4, p.184. 

（注30）「人は（マッカでの）最後の務めは f館（カアパ神殿）Jで、と命じ
られている。但し月経中の女性には減免される。」（教友イプン・アッパース

の言葉：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Sa/sabfl, vol. I, p.413. 

（注31）「マッカから遠く離れていなければイフラームはせずに。マッカか

ら遠く離れていれば小巡礼のイフラームをし、小巡礼の周囲礼と走歩礼を行
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い、それから『別離の（周囲礼）J(を行う）。Jal=Rau<! al=Murbi', vol.4, p.184. 

（注32）「マッカから『（礼拝）短縮jの距離以内で遠く離れている（ため戻

ることが困難な）者、あるいはマッカから r＜礼拝）短縮jの距離以上に遠
く離れている者には、（犠牲の）血が課される。しかしその場合は戻ること

は諜きれない。jal=Rau<! al=Murbi', vol.4, p.185. 

（注33）「なぜなら巡礼の儀の義務（の1つ）を行わなかったからjibid., vol.4, 

p.185. 

（注34）「なぜなら命じられているのは、その（マッカでの）最後の時が f館
（カアパ神殿）』で、であることであり、既に彼はそれを行ったからであるJ
ibid., vol.4, p.185. 

（注35）「そして悪露のある女性は『別離の（周囲礼）Jの後でjibid., vol.4, 
p.186. 

（注36）「アッラーフよ、これはあなたの館です。私はあなたの僕、あなた

の僕の息子、あなたの縛の息子です。あなたは私に支配権を授けれらたあな

たの被造物の上に私を据えられました。またあなたは私にあなたの国々を旅

させ、ついに私をあなたの恩寵によってあなたの館に到着せしめ、私が巡礼

の儀を果たすのを助けられました。もしあなたが私を嘉されるなら、あなた

の御満悦を私に増し給え。しかしもしそうでないのなら我が家があなたの館

から遠ざかる前に現在において恵み給え。もしあなたが私にお許しになるな

ら、これが私の退去の時です。あなたとあなたの館の代わりを求めるわけで

はなく、あなたとあなたの館から離れることを望むわけではありません。ア

ツラーフよ、私の身体に健康、肉体に元気、私の宗教に無謬を与え給え。私の終

着駅を良くし、私を生き永らえさせ給うなら、あなたへの服従を恵み、現世と

来世の楠を私に合わせ授け給え。まことにあなたは万事に全能におわしま

す。」（教友イプン・アッパースの伝承）al=Rau<! al=Murbi', vol.4, pp.187・189.

（注37）「なぜなら『モスクは月経中の女性、大汚の者には許きれないjと

の伝承により、彼女はそれ（モスク）に入ることは禁じられているからjal 

＝庁＇iishiya,vol.4, p.190.「月経Jの章（注目）参照。

（注38）「既述のjal=Rau<! al=Murbi', vol.4, p.190. （注36）参照。
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（注39）「私の死後、巡礼を済ませ私の基に参った者は、生前に私を訪れた

かの知くであるJ（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニー） al=Rauc! al= 
Murbi', vol.4, p.191. 

（注40）初代カリフ・アプー・パクルと第2代カリフ・ウマル。 cf.,al=Salsabi'l, 

vol.I, p.416. 

（注41）「（妻）アーイシャに対する預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あ

れ）の fアル＝タンウィームから小巡礼を行えjとの命令による」（ハデイ

ース：アル＝プハーリー、ムスリム、アフマド） al=Mu 'tamad, vol. I, p.353. 

（注42)al=Mu＇印刷dによると「小巡礼Jの構成要件はイフラーム、周囲礼、
走歩礼、の3つであり、義務は「解禁場（~ill)Jからのイフラーム、剃髪、
あるいは散髪、の2つである。 cf.,al=Mu 'tamad, vol. I, pp.352・353. （注48)

参照。

（注43）「巡礼の数カ月でも、屠殺の目、アラファ（の日）にもマクルーフ

（自粛行為）とはならない。しかし回を重ねること、それらを連続して行う

ことがマクルーフであることでは、先人たち（salaf）の一致を見ている。 al

;;:Mubdi・はこのように述べている。

但しラマダーン月には繰り返すことがムスタハップである。なぜならそれ

は巡礼と等価であるから。Ja/;;:Rauc! al=Murbi', vol.4, pp.198・199.
「ラマダーンの小巡礼は巡礼に匹敵するJ（ハデイース：アル＝プハーリ

ヘムスリム） al=IG伊， vol.I,p.391. 

（注44）「（アーイシャが「結合形式Jの巡礼で周囲礼を行った時に）の預言
者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉。『貴女は既に貴女の巡礼と

小巡礼（を完遂し、そのイフラーム）を解禁された。JJ（ハデイース：ムス
リム） al=/fiishiya, vol.4, p.200. 

(7.主45)cf吋 al=Mu‘tamad,vol. I, pp.348・350.

a/;;:Kiifiはアラファの逗留、「訪問の周囲事Uは構成要件としているが、
イフラームと走歩礼が構成要件であるか否かについてはアフマド師から2つ

の説が伝わるとのみ述べているが、 al＝‘Umぬではアラファの逗留、「訪問
の周囲礼Jのみを構成要件としている。 cf.,al=Kiifi, vol.I, p.457, al＝‘Umda, 
p.138. 
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（注46)cf., a/;::Mu‘tamad, vol.1, pp.350・352.al=Kiifiは剃髪とミナーでの夜

明かしが義務であるか否かについてはアフマド師から2つの説が伝わるとの

み述べているが、イプン・クダーマはal＝‘Umぬでは剃髪とミナーでの夜明
かしを巡礼の義務行為に数えている。 cf.,al=Kiifi, vol.1, p.457, al＝‘Umda, 
p.138. 

（注47)cf., al=Mu'tamad, vol.1, pp.352・353.al=Kiifiはイフラームと走歩礼

が構成要件であるか否かについてはアフマド師から2つの説が伝わるとのみ

述べているが、 al＝‘Umdaは周囲礼のみを構成要件としている。 cf.,al=Kiifi, 
vol. l, p.457, al＝‘Umda, p.138. 

（注48)cf.・， al=Mu'tamad, vol.1, p.353. a／；／（，伊はアフマド師から伝わる2つ

の説の1つによると剃髪は小巡礼の義務行為であると述べるのみであるが、

al＝‘Umdaはイフラーム、走歩礼、剃髪の3つを小巡礼の義務行為としてい
る。 cf.,al=Kiifi, vol.1, p.457, al＝‘Umda, p.138. 

（注49）「巡礼の儀の一部を忘れたか、行わなかった者は、（犠牲獣の）血を

流しなさいJ（教友イプン・アッパースの伝承） al=Salsabfl, vol.1, p.420. 

（注50）「なぜならそれは義務ではないので、他の崇拝行為のスンナと同様

に、その補填が義務でないからJal=Mubdi', vol.3, p.265. 

［遅刻と障害］章

（アラファの）逗留を逸した者は、巡礼を逸したことになるので（注1）、

小巡礼としてイフラームを解き（住2）、［義務として］カダーゥ（定時後

履行）を行うが（注3）、もし予め（中断の）条件をつけていなければ（注4）、

供物を捧げる（注針。

敵が（アッラーの）家への行く手を塞いだ者は、まず供物を捧げ、そ

の後にイフラームを解く（注6）。もしそれ（供物）がなければ10日間斎戒

をした後にイフラームを解く（注7）。アラファへの道を塞がれた場合は、

小巡礼としてイフラームを解く（注8）。
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病気か糧食の欠乏が支障となった場合は、（特に）条件付けていない

限り（注9）、そのままイフラームの状態に留まる（注IO）。

（注l）「（ジャーピル） r集結の夜のフアジュルになるまでは巡礼を逸するこ
とにはならないJ（教友）アル＝ズパイルが『アッラーフの使徒（彼にアッ
ラーフの祝福と平安あれ）がそう言われたのですかjと尋ねると、彼（アル

＝ズパイル）は fそのとおりjと答えた」（ハデイース：アル＝アスラム） al 
=Rautf al=Murbi', vol.4, p.206. 

（注2）「翌年の巡礼のためにイフラームの状態に留まることを自ら選んだの

でない限り、周囲礼、走歩礼を行い、剃髪か散髪をするJめid.,vol.4, p.207. 

（注3）「逸した巡礼をJibid., vol.4, p.207. 

（注4）「そのイフラームの始めに、 f私に支障が生じれば支障が生じたところ
が私のイフラームの解禁の場ですjと言うことによって。その場合には彼に

は供物も、カダーゥもないJibid., vol.4, p.208. 

（注目「（教友第2代カリフ）ウマル・プン・アル＝ハッタープはアッラーフ

の使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の教友アプー・アイユープとハ

ッパール・プン・アル＝アスワドが巡礼を逸し、屠殺の日にやってきた時に、

小巡礼としてイフラームを解き、イフラームを解いた状態で帰還し、その後

で翌年巡礼し、供物を捧げる、もしなければ巡礼中に3日、その家族のもと

に帰ってから7日斎戒するように命じた。」（マーリク、アル＝シャーフイイ

ー、アル＝パイハキー） al=Mu'tamad, vol.I, p.361, al=Rautf al=Murbi', 

vol.4, p.208. 

（注6）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は小巡礼に

出かけたが、クライシュ族が彼に f館（カアパ神殿）J （詣で）を妨げた。そ
こで彼はアル＝フダイピヤで供物を屠殺し、頭を剃った。」（アル＝プハーリ

ー、ムスリム、アル＝パイハキー） al=Mu 'tamad, vol. I, p.362. 

（注7) （注5）参照。 cf.・， al=Salsabfl, vol. I, p.422. 

（注8）「なぜならば巡礼を小巡礼に替えることは、支障がなくても許・される
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以上、それ（支障）があるなら尚更（許されて然るべき）であるからJal= 
Rautf al=Murbi', vol.4, p.212. 

（注9) （注4）参照。

（注IO）「なぜなら敵による支障の場合と違って、イフラームの解禁は彼の

困苦（病気、組食の欠乏）の解消に役立たないからであるJibid., vol.4, p.214. 

［供物、犠牲］章

最善のものはラクダ、次いで牛（注I）、次いで羊であるが、羊は［生後

半年を経た］若羊 ~adha‘）か（注2）、そうでなければサニー（sani）、つ

まりラクダは5才、牛は2才、山羊は1才、羊は半年のものしか（供物と

して）間に合わない（注3）。羊l頭は1人分に十分で（注4）、ラクダと牛は7

人分（注5）。片目（桂6）、やせ細ったもの、破、歯欠け、乳の出ないもの、

病気、耳や角の欠けたものは（注7）不可だが、生来の尾欠け、角なし（注8）、

男根を残して去勢されたもの（注9）、半分以下なら耳、角が欠けていても

可（注10）。

スンナは以下の通りである。ラクダは左前足を縛られて立っていると

ころを、首の根元と胸の聞のくぼみに槍で突いてのナフル方式による屠

殺（naJ:ir)（注川、それ以外のものは（頚動脈を切る）ザプフ方式で屠殺

(yadhba加）するが（注12）、逆にすることも許される（注13）。そして以下

のように唱える。「アッラーの御名において、アッラーは至大なり、ア

ッラーよ、あなたからの（授かり）ものをあなたに（捧げます）」（注14)

犠牲はその持ち主が執り行うか（注15）、ムスリムに代理を頼み自ら立

ち会う（注16）。

屠殺の時刻は祭礼の礼拝借17）、あるいはそれに相当する時間（注18）が

経過した後から、その後（注19)2日目（注20）までであるが、夜間はマクル

625 



ーフ（自粛行為）である（注21）。それをやり逃した場合は、その義務を

カダーゥ（定刻後履行）で果たす（注22）。

（注1)「金曜日に体浴して（金曜集合礼拝の）第1の刻に出かける者は、ラ

クダを犠牲に捧げたようなもの。第2の刻に出かける者は、牛を犠牲に捧げ

たようなもの。」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabil, 

vol.I, p.423. 

（注2）「若羊（jadha‘）は犠牲として許される」（ハデイース：イプン・マー

ジャ） al=Mughni, vol.5, p.460, al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.218. 

（注3）「若羊 Gadha‘）はサニー（saniya）が果たす（崎町）ことを果たす」（イ

プン・マージャ） ibid., vol.5, p.460. つまりサニーの替わりになる。

「成獣（musinna）以外を屠るな。但しおまえたちに重荷になる場合には、

若羊 Gadha‘）を屠りなさいJ（ハディース：ムスリム、アプー・ダーゥー
ド、イプン・マージャ） ibid., vol.5, p.460. 

（注4）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の時代にあ

る男が自分と自分の家族のために羊l頭を屠り、（自分たちで）食べ、（他人

に）食事を施したJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー、イプン・マージ

ャ、マーリク） al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.219, al＝庁lishiya,vol.4, p.219. 

（注5）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は我々にラ

クダと牛についてはその双方につき7人づっで分担するように命じられたJ
（ハデイース：ムスリム） ibid., vol.4, p.220. 

（注6）「明らかな片目、明らかな病気、明らかな殿、不潔でやせ細ったもの、

の4つは犠牲に（供えること）は許されないJ（ハデイース：アプー・ダーウ
ード、アル＝ナサーィー） al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.222. 

（注7）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は耳や角が

半分以上かけたものを犠牲に捧げることを禁じられたJ（ハデイース：アプ
ー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、アル＝ナサーィー） al=Mu 'tamad, 

vol. I, p.366. 
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（注8）「（特に）禁止されていないからJal＝毛liishiya,vol.4, p.224. 

（注9）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は白黒雑種

の皐丸を抜かれ去勢された2頭の羊を犠牲に捧げられたJ（ハデイース：アフ
マド） al=Mu'tamad, vol.I, p.365. 

（詮10) （注7）参照。 cf.,al=Salsab'il, vol.I, p.427. 

（注11）「1本足を縛られ3本足で立っているそれら（ラクダ）にアッラーフ

の御名を唱えよJ（クルアーン22章36節） al=Mu'tamad, vol.1, p.366. 
「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）とその教友は左

前足を縛られて残りの足で立っているラクダをナハル方式で屠殺していたJ
（ハデイース：アプー・ダーゥード） al=Salsab'il, vol. I, p.427. nalμ"とめabll

の語は通常無限定に「屠殺Jを指す。従って本稿でも n8QrとdhabJ:iは共に
「屠殺Jの訳語をあて、必要がある場合に限り「ナフル方式の屠殺J、「ザプ
フ方式の屠殺Jと訳し分けた。
「『アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）とその教友は

左前足を縛られて残りの足で立っているラクダを（ナフル方式で）屠殺して

いたj

首の根元と胸の聞のくぼみを突いて。なぜならラクダの首は長いので頭の

近くを突くと、霊魂が抜け出すときに苦痛が生ずるからである。しかしどの

ように屠殺しようとも可。Jal=lfiishiya, vol.4, pp.225・226.

（注12）「ラクダ以外は。キプラの方向に向け、左側から。Jal=Raud al= 
Murbi', vol.4, p.226. 

「アッラーフは牛を（ザプフ方式で）屠殺するようにおまえたちに命じら

れた」（クルアーン2章67節）

「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は2頭の羊を犠

牲に捧げ、自らの手でその2顕を（ザプフ方式で）屠殺されたJ（ハデイース：
アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、アフマド） al=Mu'tamad, vol.I, 

p.367. 

（注13）「ナフル方式で屠殺されるもの（ラクダ）をザプフ方式で屠殺し、

ザプフ方式で屠殺される者（牛、羊など）をナフル方式で屠殺すること。な

ぜならそれ（ナフル方式）も屠殺（ザプフ）の位置を逸脱していないから。J
al=Rau<f al=Murbi', vol.4, p.226. 
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（注14）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はそれ（犠牲獣）を

キプラの方向に向け、『アッラーの御名において、アッラーは至大なり、ア

ッラーよ、あなたからの（授かり）ものをあなたに（捧げます）Jと唱えら
れたJ（ハデイース：アプー・ダーウード） al＝毛｛iishiya,vol.4, pp.227・228.

（注15)（注12）参照。 cf.吋 al=Salsabfl,vol. I, p.428. 

（注16）「（娘ファーテイマに）貴女の犠牲猷を持ってきなさい。その血から

滴る最初のl摘によって貴女の罪が赦されるのだからJ（アプー・ザウード［教

友al=Khudn］の伝えるハデイース：出典無記） al=Kiift, vol. I, p.472. 

（注17）「その地方の。そこで複数（犠牲祭の礼拝）が挙行されていれば最

初の礼拝の（前）。Jal=Raulf al=Murbi', vol.4, p.229. 
「（屠殺の日に）（犠牲祭の）礼拝の前に屠殺をした者は、（屠殺を）やり

直せJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Salsabi'l, vol. I, p.429. 

（注目）「（犠牲）祭の礼拝が挙行されていない場所ではjal=Rautf al=Murbi', 

vol.4, p.229. 

「（犠牲祭の）礼拝を行わない者についてJal＝庁ashiya,vol.4, p.229. 

（注19）「つまり（犠牲）祭の日の後のJal=Rautf al=Murbi', vol.4, p.229. 

（注20）「の終わりjibid., vol.4, p.229. つまり犠牲祭の日から数えて3日間。

「アフマド師は言う。『アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安

あれ）の教友から一一のヴアリアントではーウマル、イプン・ウマル、イプ

ン・アッパース、アプー・フライラ、アナスーアッラーフ、彼らを嘉し給え

ーの5人のアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の教友か

らーーの伝承によると屠殺の日数は3日であるJJ al=Salsabil, vol. I, p.429, 
al=Raulf al=Murbi', vol.4, p.230, al=Mu'tamad, vol.I, pp.367・368.

（注21)「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は夜に犠牲を捧げる

ことを禁じられたJ（ハデイース：アル＝タパラーニ一、イプン・ハジャル、

アル＝ハイサミー） al=Salsabil, vol. I, p.430. 

「夜に犠牲を捧げることはマクルーフではあっても許されるJめid.,vol.I, 
p.429, al＝宅｛iishiya,vol.4, p.230. 

（注22）「そこでの行いはアダーゥ（定刻内履行）（の場合）と同じ。f随意（の
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犠牲）Jはその定刻を逸せば、免除される。jal=Rau<f al=Murbi', vol.4, p.231. 
「なぜなら成果は、その時（巡礼明けの犠牲の日々）の功徳によるのであ

るが、それは既に過ぎているから。もしそれを犠牲に捧げ喜捨しでも、それ

は喜捨した（ただの）肉片にすぎないJal＝庁白hiya,vol.4, p.231. 

［ジハード（聖戦）］の書

ジハード ~ihad）は連帯義務であるが（注I）、それ（戦場）に臨むか、

敵が自国（balad-hu）に侵略するか（注2）、イマーム（カリフ）が出陣を

命じた場合（注3）は義務となる（注4）。辺境警護の完遂（加nam）は40日で

ある（注5）。

もし両親がムスリムであれば、 2人の許しがない限り（注6）志願兵とし

ては（注7）ジハードに出征しない。イマーム（カリフ）は進軍に際し、［義

務として］自軍を調査し、和平論者（注8）、敗北主義者（注9) （の参戦）を

禁じる。

また彼（カリフ）は［敵地に着いた］初めに（戦利品の） 5分の1（の

分配）の後の4分のlを、帰還時にはその（戦利品の5分のlの分配の）後

の3分のlを（特別手当として）支給することができる（桂to）。

軍は彼（カリフ）に従い、彼と共に忍耐することが謀せられ（注日）、

敵が急襲し、その危害を恐れた場合を除き（注12）、彼の許可無くして襲

撃（gh位 w）は許されない（注目）。

戦利品は戦争の地で奪略することによって所有となる（注14）。それは

戦士のうち戦場に臨んだ者のものとなる（注15）。

［イマーム（カリフ）か、その代理が］ 5分のlを取った後（注16）、戦

利品の残りは歩兵には1、騎兵には3、つまり騎兵自身に1、馬に2の割

合で分配する（注17）。軍（本隊）は分遣隊が獲得したもの（戦利品）に

与かり、分遣隊は本隊の獲得したものに与かる（注18）。

629 



戦利品を不当に掠め取った者は、武器（注19）とクルアーン（注20）と命の

あるもの（注21）を除きその者の馬具（に入っているもの）すべてを焼却

する（注22）。

剣（武力）によって（敵の）土地を奪い取った場合イマーム（カリフ）

はそれを分配するか（注23）、ムスリム（全体） (muslimiin）のワクフとし

それを占有する（注24）者（注25）から徴収する永続的地租（kb紅司）を課す

かのいずれかを選ぶ（注26）。地租と貢租 Gizya)（後述）の［額、税率の］

最終判断（marja‘）はイマーム（カリフ）のイジュテイハード（裁量）

による（注27）。自分の占有する土地の活用ができない者は、その賃貸か

放棄を強制される（注28）。それには相続が適用される償却）。

貢租、地租、 IO分のl税（注30）、（多信教徒が）恐怖から見捨てて逃げ

たもの、戦利品の5分のlの5分の1＜注31）など、多神教徒の財産から徴収

され（注32）たものは、「払い戻し（f:剖’）J （注33）でありムスリム（全体） (mus-

limiin）の福祉のために使われる（注34）。

（注1)「それ Gibad）は語源的には力（Jaqa）と能力（si'a）を尽くすことを

意味するJal＝庁'iishiya,vol.4, p.253. 
「それ Qihad）シャルウ（聖教）の上では、不信仰者との戦闘（qi樋I)を

意味する」 al=Rautjal=Murbi', vol.4, p.253. 

「汝らには戦争が義務として課されたJ（クルアーン2章216節）al=Mu'tamad, 
vol.l, p.375, al＝毛liishiya,vol.4, p.254. 
「汝らの財産と腕と舌とで多神教徒たちと戦えJ（ハデイース：アプー・
ダーウード、アル＝ナサーィ一、アフマド、アル＝ダーリミー） al=Salsab'fl, 

vol.2, p.5. 

「それ（ジハード遂行）が十分可能な者がそれに従事していれば他の人々

は免責されるが、さもなければ全員が罪を犯したことになるJal=Rau<f al= 
Murbi', vol.4, p.254. 

「信徒たちの全員が出征するわけではないJ（クルアーン9章122節） al= 
庁街hiya,vol.4, p.254. 

（注2）「汝らが（敵の）一団と遭遇すれば、踏みとどまれJ（クルアーン8章
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45節） al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.258. 

（注3）「アッラーフの道へ出征せよ、と言われると、なぜ汝らは地に釘付け

になるのかJ（クルアーン9章38節） ibid., vol.4, p.258. 
「汝らが（徴兵）招集された時には出征せよJ（ハデイース：アル＝プハ
ーリ一、ムスリム、アフマド） al=Mu'tamad, vol.l, p.377. 

（注4）「つまり（連帯義務から）各個の（義務に変わる）jal＝毛fiishiya, vol.4, 
p.256. 

al=Mu 'tamadによるとジハードは男性、自由人、ムスリム、責任能力者、

の4つの条件を満たす者のみに義務となる。

女性にジハードが課きれない典拠は以下のハデイースである。

「私（アーイシャ）が『アッラーフの使徒、女性にはジハードが課されま

すか』と尋ねると、彼（使徒）は『（女性に課されるのは）戦闘のないジハ

ード、 （即ち）巡礼と小巡礼であるjと答えられた」（ハデイース：アフマド）

また責任無能力者（例：未成年）に課されない典拠は以下のハデイースで

ある。

「私（イプン・ウマル）はウフド（の戦役の）目、アッラーフの使徒（彼

にアッラーフの祝福と平安あれ）に（参戦を）申し出たが、彼は私に（参戦

を）お許しにならなかった」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム、

アフマド） cf., al=Mu‘tamad, vol. I, p.376. 

またal＝毛fiishiyaは「（ジノ、ードへの不参加に）盲人には罪はなく、肢行
者にも罪はない」（クルアーン48章17節）、「弱者、病人、旅の備えを調達で

きない者には（ジハードへの不参加に）罪はない」（クルアーン9章91節）を

典拠に、上記の4つの条件に健常者であることを加えている。 cf.,al＝毛fiishiya,
vol.4, pp.256・257.

自由人であることについては、「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あ

れ）が自由人にはイスラームとジハードの普いを課されたが、奴隷にはジハ

ード抜きでイスラームだけの普いを課されたと伝えられているJ（ハデイー
ス：イプン・ハジャル、 Talkh'f~ al=Hab'fr、アル＝ナサーィー）ことによる。

al=Mughn'f, vol.13, pp.8・9(f.n.). 

（注5）「辺境警護の完遂（阻mam）は40日である」（ハデイース：アプド・ア
ツラーフ・アル＝アスパハーイーニー［Abual=Shaikh, d.369, Kitiib al=Tha-

wiib]) al=Rau4 al=Murbi', vol.4, pp.259・260.

（注6）「なぜなら両親への孝行は個人的義務であるが、ジハードは連帯義務
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であるので、個人的義務（である孝行）が優先されるからであるJal= 
Mu 'tamad, vol.I, p.379. 

「もし両親がお前に許可すればジハードに赴け。さもなければ両親への孝

行（が優先）である。J（ハデイース：アプー・ダーゥード） al＝庁iishiya,vol.4, 
p.261. 

（注7）「義務（のジハード）には両親の許可は必要視されないJal=Rautf al 
=Murbi', vol.4, p.262.「たとえばイマーム（カリフ）に招集された場合や、

敵軍に包囲された場合など。両者が同等ならジハードの利（ma~la~a）の方

がより包括的だからである。というのはそれ（ジハード）は宗教の護持とム

スリム（社会）の防衛のためのものだからである。Jal＝庁'iishiya,vol.4, p.262. 
「両者が同等Jとは、孝行も個人的義務であるが、イマームの招集、敵軍の
包囲に際してはジハードも個人的義務になり、両者共に個人的義務であるた

め義務性において同等である、との意味。

（注8）「アッラーフが汝を彼らの一団の許に返され、そして彼らが汝に出征

の許しを求めたとしたら言え。『お前たちは決して出柾しない。また（仮に

出征しても）私と共に敵軍と戦いはしない。j」（クルアーン9章83節） al= 

Salsab'fl, vol. I, p. 7. 

（注9）「アル＝マデイーナの敗北主義者たちについては、我らが彼らに対し

て汝の気勢を上げきせよう」（クルアーン22章60節）

「彼らは汝らと共に出征しでも、汝らの聞に悪を広め、汝らの内紛を狙っ

て汝らに不和の種を撒くJ（クルアーン9章47節） al=Salsabfl, vol.I, p.7. 

（注IO）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は最初に4分のl、帰

還後に3分のlを（兵士に）特別支給されたものであった」（ハデイース：ァ

プー・ダーウード） al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.267. 

（注lI）「アッラーフに従い、使徒と汝らの中の指導者たちに従えJ（クルア
ーン4章59節） al=Raud al=Murbi', vol.4, p.268. 

「私（使徒）に従う者は、アッラーフに従ったことになり、私に背く者は

アッラーフに背いたことになる。私の国j官に従った者は私に従ったことにな

り、私の副官に背いた者は私に背いたことになる。J（アル＝プハーリー） al 
=Salsab'fl, vol. I, p.8. 

（注12）「なぜならその場合にはその（敵軍との）戦闘が（戦わずして敗れ
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ることより）得であると（m邸l~a）決まっているからである。不信仰者へ

の夜襲は許され、意図的にではなく子供などを殺すことになろうとも投石機

で彼ら（不信仰者）を攻撃することも許される。自分の意見（ra’y）のない

小児、女性、両性具有者、修道士、老人、慢性病者、盲人は、彼らが戦闘に

参加せず、（敵軍の）戦意を鼓舞したのでない限り殺害は許きれない。Jal= 
Rau<! al=Murbi', vol.4, p.269・271.

「年寄り、子供、女は殺すなJ（ハデイース：アプー・ダーウード）

「子供、女、年寄りは殺すな。お前たちは修道院に立て能もる人々に会う

だろうが、彼らも彼らの立て能もるもの（修道院）も放任せよJ（教友初代
カリフ・アプー・パクルの言葉） al=Kiifi, vol.4, p.267. 

（注13）「（戦闘は）不可欠な場合を除き、イマーム（カリフ）の許可がない

限り禁じられる。これは（アフマドが）明言しているoal=Mughnfでは、『（勝

利の）好機を逸する恐れが無い限りjとある。またal=Rau<!a(Rau<!a al=Nii-

;.ir）にはアフマドの説として伝えられたものにも異同があり、 f許されないj

と（言ったと）伝えられる一方で、それを許したとも伝えられている。Jal= 
Furu ', vol.6, pp.199・200.

またal=Muqni‘では「イマーム（カリフ）の許可Jに代えて「（軍）司令
官（却前）の許可Jとなっている。
「『司令官の許可がない限り襲撃は許されないJ(al=Muqni＇） なぜなら彼
（司令官）は戦争について最も良く知っているからであり、その（戦争の）問

題は彼に一任されているからである。また（両軍の代表同士による）一騎打

ち（mubar位 a）が彼（司令官）の許可なくしては許されないなら、襲撃は

尚更（許されない）のである。Jal=Mubdi', vol.3, p.349. 

（注14）「我々の腕（権力）がそれを確保したことと、それ（戦利品）に対

する不信仰者の所有権が消失したことによって、そこ（戦争の地）でのその

（戦利品の）分配が許される。

戦利品とは、戦闘によって敵国人の財産から奪ったもの、及びそれに付随

するもの（捕虜の身代金等）。Jal=Rau<! al=Murbi', vol.4, p.274. 

（？主15）「私（アプー・ムーサー・アル＝アシュアリー）は（ユダヤ教徒）ハ

イパル族を征服した後、アシュアリ一族の一団と共に居る預言者（彼にアッ

ラーフの祝福と平安あれ）の許に赴いた。彼（預言者）は我々（アシュアリ

一族）に（戦利品）を分配しましたが、彼は我々以外の征服に立ち会わなか

った者には誰にも（戦利品を）分配されませんでした。J（ハデイース：アル
＝プハーリ一、ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、ア
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フマド） al=Salsabfl, vol.2, p.9. 

（注16）「それを5［等］分する。（第lに）アッラーフとその使徒（彼にアッ

ラーフの祝福と平安あれ）の取り分で、その使途は「払い戻し（fai’）」（後

述）と同様である。次いで（第2に）ハーシム家とアル＝ムッタリプ家の者

の取り分であり、彼らが何処にいようと、また彼らの富裕者にも貧者にも（与

えられる）。次いで（第3に）貧しい孤児の取り分。次いで（第4に）貧者の

取り分。次いで（第5に）旅人の取り分。それ（分配）は力の及ぶ限り、全

ての地方に及ぶ。Jal=Rautf al=Murbi', vol.4, pp.277・278.
「知れ。汝らが戦利品として得たものは、その5分のlはアッラーフのも

の。また（即ちそれは）その使徒と、（使徒の）親族、孤児、貧者、旅人の

もの。」（クルアーン8章41節） al=/fiishiya, vol.4, p.277. 

（注17）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はハイパル族征伐の

日に騎兵には（歩兵の） 3倍の取り分を与えた。（内訳は）取り分2つは馬の

ためであり、 1つが彼（騎兵自身）のものである。J（ハデイース：アル＝プ
ハーリ一、ムスリム） al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.280. 

（注18）「分遣隊は本隊に還元され（加raddu）、本体は分遣隊に還元されるJ
（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード、イプン・マージャ、アル＝

パイハキー、イプン・アル＝ジャールード） al=Salsabil, vol.2, p.11, al=Rau{i 

al=Murbi', vol.4, p.281. 

（注19）「なぜなら戦闘において彼がそれを必要とするからjal=Mubdi', 

vol.3, p.375. 

（注20）「その不可侵性（加nna）によるJめid.,vol.3, p.375. 

（注21）「その（火の）主（アッラーフ）以外が火によって（動物を）苛む

ことに対する預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の禁令によるJibid., 
vol.3, p.375. 

「お前たちが誰かを捕らえたら、彼を殺せ。但し彼を焚殺してはならない。

と言うのは火の主以外は、彼を火で苛まないからである。」（ハデイース：ァ

プー・ダーウード、サイード［Sa'idbn M加害Ur,d.227]) al=Mughni, vol.13, 

p.139. 

（注22）「戦利品を掠めた男を見つけたならば、（鞭で）打ち、その所持品を
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焼却せよJ（ハデイース：アプー・ダーウード） a／；：：：庁iishiya,vol.4, p.283. 

（注23）「知れ。汝らが戦利品として得たものは、その5分のlはアッラーフ

のものJ（クルアーン8章41節） al=Salsabfl, vol.2, p.12. （注16）参照。

（注24）「自分でそれ（土地）を利用するか、それを（他人に）賃貸するかJ
a／；：：：毛liishiya,vol.4, p.285. 

（注25）「ムスリム、あるいは庇護民（後述）のja/;:::Rautj al=Murbi', vol.4, 

p.285. 

（注26）「（教友第2代カリフ）ウマルーアッラーフ、彼を嘉し給えーが、ア

ッラーフが彼にシリア、イラク、エジプトを征服せしめ給うた時に、それを

ムスリム（全体）のためのワクフとし、それを占有する者から徴収する永続

的地租（kharaj）をそれ（その土地）に課したからJ（アル＝プハーリー、
アプー・ウパイド ［Kitiibal=Amwiil]) al=Salsabfl, vol. l, p.12. 

（注27）「双方（地租と貢租）の設定者であるところの（カリフ）。彼はそのイ

ジュティハードによってそれを設定する。なぜなら物価（吋ra）は時代によっ

て異なるので（教友第2代カリフ）ウマルーアツラーフ、彼を嘉し給えーが設

定したもの（額、税率）に則る必要はない。jal=Rautj al=Murbi', vol.4, p.286. 

（注28）「なぜならその土地はムスリム（全体）のものであり、それゆえそれ

を遊ばせておくことは彼らに対して許きれないのであるJibid., vol.4, p.288. 

（注29）「それ（その土地）は、それを占有していた者（被相続人）から相

続人に、その被相続人の占有時の状態（権利、義務）に応じて移転するJal 

=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.288. 

「所有権が被相続人から相続人に移転するようにJal＝庁iishiya,vol.4, 
p.288. 

（注30）「敵国人（}Jarbi）の商売、あるいは我々と商売をする庇護民からそ

の半分（20分の1)J al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.289. 

（注31）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の取り分J
al＝庁前'hiya,vol.4, p.290. （注16参照）。
戦利品の5分のlは、使徒と、（使徒の）親族、狐児、貧者、旅人によって
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更に5等分されるが、使徒の没後は、使徒の取り分である戦利品の5分のlの

5分のl、即ち25分のlは「払い戻し（fai’）Jとなる。

（注32）「正当に（bi－加qq）、戦いによらずjal=Rau4 al斗lurbi',vol.4, p.289. 

（注33）「なぜなら多神教徒からムスリムに戻ったから。『払い戻し（fai’）J
の原義は『戻り（rujii‘）Jである。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.290. 
「なぜなら多神教徒はアッラーフに他者を併置した時点で、それらの富の

（所有の）有資格者ではなくなっているからである。それ（富）はアッラー

フが、彼（アッラーフの）崇拝のために援用するためにのみ創造されたもの

である。アッラーフはそれ（富を）、彼独りの崇拝のためにそれ（官）を援

用するようにと、ムスリムであるその僕たちに返され、それは『払い戻しj

になったのである。なぜなら彼ら（ムスリム）こそその（所有の本来の）有

資格者だからである。Jal＝庁lishiya,vol.4, p.290. 
「群落の住民からアッラーフがその使徒に払い戻された（a白’）ものは、

アッラーフのもの、その使徒のもの、（使徒の）親族のもの、…中略…また

彼らの後に来た者は…J（クルアーン59章6・10節） al=Mu 'tamad, vol. I, p.388. 

（注34）「軍人には限られない。堤防の修繕、土手の盛り土、眼鏡橋の架橋、

裁判官などの給費など最優先事項から、順番に。Jal=Raut/ al=Murbi', vol.4, 
pp.293・294.

［庇護契約の締結］章

庇護契約（dhimma) （注J）は、マギ教徒（注2）、および新旧約聖書の民（注3)

とその分派（注4）以外には締結きれない。またイマーム（カリフ）かその

代理以外はそれを締結できない（注目。また貢租は小児、女性（注6）、奴

隷（注7）、支払い能力のない貧者には課されない（注8）。貢租はその納税義

務者から年末に徴収される（注9）。彼らがその所定額を収めれば、その受

領は義務となり（住10）、彼らとの戦闘は禁じられる（注IJ)。

その［貢租徴収の］際には彼らは卑しめられ（注12）、［義務として］長

時間立たされ（注13）、両手を差し伸べさせられる（注14）。
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（注1）「『庇護契約（dhimma)Jとは語源的には『契約（‘油d)J、『保証（c;taman)J、

『保護（aman)Jであり、庇護契約の締結とは貢租 (jizya）の支払いとイス

ラームの法規（油kam al=milla）の遵守（iltizおn）を条件に、一部の不信仰

者が不信仰に留まることを承認することJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.302. 
「彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租を差し出すまで。J（クルアー

ン9章29節）めid.,vol.4, p.302. 

「我らの預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、お前たち（ベル

シャ軍）がアッラーフのみを崇拝するか、あるいは貢租を支払うまでお前た

ちと戦うように我々に命じられたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、アル
＝パイハキー） al=Mu'tamad, vol.I, p.390. 

イスラームがムスリムに認める異教徒との平和共存関係には、「イスラー

ムの家（daral=islam) J内に永住する異教徒に与える安全保証である「庇護

契約」と並んで、「戦争の家（daral＝~arb）」から一時的に「イスラームの家）」

内に入る異教徒に与える「安全保証（aman)J、「戦争の家Jの異教徒との戦

争を中断する「停戦協定（muhadana）」がある。

アル＝パアリー（d.778/1375）の『簡易法学jは、「ジハードの書」の中

に「安全保証」と「停戦Jの章を立て以下のように述べている。

「安全保証（aman)Jは、判断力があり選択の自由のあるムスリムによる

「私はあなたを保護した（司artu・ka)J、「あなたに危害（ba’s）はない」など

（の宣言）によって有効となる。

イマーム（カリフ）によっては、全て（の不信仰者）に、軍司令官によっ

ては対峠する者（不信仰者の敵軍）に、（ムスリム）個人によっては（不信

仰者の）家族やキャラパンに（対して安全保証が与えられる）。

イマーム（カリフ）かその代理には、 （停戦に）公益（があるとの判断）に

より、「停戦協定（muhadana）」（締結）が許される。彼ら（不信仰者の敵）

をムスリムに対して保護するが、彼らに（停戦）違反の恐れがあれば、その

協定を彼らに突き返す。 Abi‘AbdAllah al=Ba‘Ii al=I:Ianbali, al=Tashfl ft al 

=Fiqh, Riyadh, 1414 (h), p.195. 

安全保証の典拠は「多信教徒の一人が汝の許に保護を求めるなら、彼がア

ッラーフの御言葉を聞けるように、保護してやれ」（クルアーン9章6節）。 cf.,

al=Kiifi, vol.4, p.330. 

庇護契約、停戦協定がカリフとその代理の大権であるのに対して、安全保

証は成人したムスリムであれば女性や奴隷にでも締結できる。cf.,al=Mubdi', 

vol.3, pp.389, 398. 

停戦の典拠は「しかし彼ら（多神教徒）が和平に傾くなら、汝らもそれに
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傾けJ（クルアーン8寧61節） cf.，めid.,vol.3, p.398. 
停戦には期限が必要であり無期停戦は許きれない。但し通説によると停戦

期限に上限は無い。 cf.,ibid., vol.3, pp.398・399.

（注2）「なぜならかつては彼らにも啓典があったが、その後失われた（四日、）、

と伝えられているからJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.302. 

「マギ教徒の中には、太陽を崇拝する者、火を崇拝する者がいるJlbn al 
=Mabrid, al=Durr al=Naqly, vol.3, p.627. 

「彼ら一つまりマギ教徒ーには、啓典の民の法（sunna）を適用せよJ（ハ
ヂイース：アル＝タパラーニー、アル＝シャーフイイ一、マーリク） al= 

Salsabll, vol.2, p.14. 

（注3）「キリスト教徒とユダヤ教徒Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.303. 

（注4）「両宗教（キリスト教、ユダヤ教）のどちらかを奉ずるサマリヤ入、

フランク（ローマ）人、サピ教徒などjibid., vol.4, p.304. 

「碩学たちはサピ教徒については意見が分かれている。アフマドからは、

彼らがキリスト教徒のl種である、と（言った）とも伝えられている。また

彼（アフマド）は別の場では、『私には、彼らは土曜日に休んでいる、と聞

いており、そうだとすれば土昭日に休んでいるなら彼らはユダヤ教徒であるj

と述べている。（教友第2代カリフ）ウマルからは『彼ら（サピ教徒）は土曜

日に休んでいるjと（言ったと伝えられている）。またムジャーヒド（d.103)

は『彼らはユダヤ教友とキリスト教友の中間であるjと言っている。またア

ル＝サデイー（d.128）とアル＝ラピーゥ（d.63）は『彼らは啓典の民であ

るjと述べている。アル＝シャーフィイーは彼ら（サピ教徒）のことに関し

ては判断を保留している。正答は彼らの預言者、啓典について両聖典の民（キ

リスト教徒、ユダヤ教徒）の一方に一致しているなら、彼らはその（キリス

ト教徒、ユダヤ教徒）の仲間であり、それについて相違するなら彼らは啓典

の民ではない。また彼ら（サピ教徒）については、彼らが『星は理性的生命

体である。 7惑星は神々である。jと言っている、とも言われる。もしそうな

ら彼らは偶像崇拝者の類いである。jal=MughnT, vol.13, pp.203・204.

（注5）「それが永久契約である以上、それにおいてイマーム（カリフ）が蔑

ろにされてはならないから」 al=Rau4al=Murbi', vol.4, p.305, al=Mughnf, 

vol.9, p.213. 

（注6）「なぜなら貢租は殺害の代わりであるが、女性と小児の殺害は禁じら
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れているからJal=Mu 'tamad, vol. I, p.392. ［ジハード］の書・（注12）参照。
「ウマルーアッラーフ、彼を嘉し給えーは軍司令官たちに、貢租を課すが、

女子供には課さないようにとの書を送った」（アル＝パイハキー、サイード・

プン・マンスール） al=Salsab'fl, vol.2, p.16. 

（注7）「奴隷（m却前k）には貢租は（課され）ないJ（ウマルの言葉） al= 

Mu 'tamad, vol.1, p.392. 

（注8）「アッラーフは能力以上のものを課し給わないJ（クルアーン2寧286
節） al=Salsabfl, vol.2, p.16, al＝庁iishiya,vol.4, p.306. 

（注9）「それは棒財や血の代償（diya）と同じく年を重ねるごとに繰り返さ

れる、あるいは毎年末に徴収される財であり、その（年の）初めには義務と

ならないJal=Mughnf, vol.13, pp.212・213.

（注10）「アッラーフを信じない者たちと戦え、…中略…彼らが身を屈め手

ずから貢租を差し出すまで。J（クルアーン9章29節）
「彼ら（啓典の民）に貢租の支払いを呼びかけよ。もし彼らがお前（の呼

びかけ）に応えたならば、彼らを受け入れ、彼らから手を引けJ（ハデイー
ス：アル＝プハーリー、ムスリム、アプー・ダーウード、イプン・マージャ、

アル＝ナサーィー、アル＝テイルミズィー、アフマド、アル＝ダーリミー）al

=Mughnf, vol.13, p.212 (f.n.). 

（注11)「また彼らの財産を奪うことも。彼らが（一時的に）『職争の家jに

滞在しているのでない限り、彼らに害を及ぼそうとする者を撃退せねばなら

ない。Jal=Rautf al=Murbi', vol.4, p.307. 
「彼ら（庇護民）が貢租を払うのは、彼らの血（命）を我々の血のように、

また彼らの財産を我々の財産と同じく（不可侵）にするためにほかならないJ
（教友第4代カリフ・アリーの言葉） al=Mu 'tamad, vol.1, p.393. 

（注12）「彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租を差し出すまで。J（ク
ルアーン9章29節） al=Salsab'fl, vol.2, p.16, al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.308. 

（注13）「彼ら（庇護民）が痕労困蝕するまで。徴収者は座り、彼らは立っ

て徴収される。Jal＝庁iishかa,vol.4, p.308. 

（注14）「それ、貢租を（人を介して徴税人に）送り付けることは受け入れ
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られないJal=Raulf al=Murbi', vol.4, p.308. 

［庇護民の諸規定］章

イマーム（カリフ）は庇護民に対しては生命（注I)、財産（注2）、名誉［の

保護］、彼ら（自身）が合法と信じるものは除くが（注3）禁止と信じてい

るものについてのハッド刑（法定刑、後述）の執行に関してはイスラー

ムの法規定を適用しなければならない<i:1:4）。

また彼らに対しムスリムとの識別を課し（注5）、彼らは馬を除く乗用動

物（注6）には鞍でなく荷鞍を敷いて（注7）乗ることができる。彼らはまた集

会で最初に発言することは許されず、彼らのために起立することも（注8)

彼らに先に挨拶することも（注9）許されない。

また彼らは教会の新築、転売、またたとえ不正によるものであっても

破損箇所の改築は許されず（注JO）、ムスリムのものよりも高い建物、同

じ高さの建物を建てることも許されない（注II）。また、酒、豚、鐙を人

目に晒すこと、また彼らの聖典を朗唱することも許されない（注12）。キ

リスト教徒のユダヤ教への改宗、およびその逆は認められず（注目）、イ

スラームへの入信か元の宗教（に留まるか）しか受け入れられない。

（注I）「f預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、銀の装飾品（の強
奪）のために女奴隷を殺したユダヤ教徒を処刑されたjとの両 f正伝集（ア

ル＝プハーリ一、ムスリム）Jにあるように、（庇護民が他人を）殺すか、（他
人の）四肢を切り落とせば、（犯人が）ムスリムの場合と同じように、それ

に応じて（後述の同害報復刑で）前されるJal＝庁iishiya,vol.4, p.309. 

（注2）「他人の財産を破損すれば、それを賠償するjal=Mubdi', vol.3, p.416. 

（注3）「酒のようなJal=Raulf al=Murbi', vol.4, p.309. 
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「また豚肉を食べること、結婚の許されない者（後述）との婚姻。という

のは、罪深いことに、彼らはそれを許しているからである。但し彼ら（庇護

民）はムスリムの面前では、彼ら（ムスリム）に不’快を与えないために、そ

れを見せつけない。jal＝庁lishiya,vol.4, p.309. 

（注4）「結婚した後で不貞を犯した2人のユダヤ教徒（の男女）を連れて来

られて、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は両者を石打刑に処さ

れたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム）al=Rau<f al=Murbi', vol.4, 

p.310, al=lfashiya, vol.4, p.310. 

（注5）「ある民の真似をする者は、その仲間であるJ（ハデイース：アフマド）
al=Mu‘tamad, vol. I, p.390. 

「（第2代カリフ・オマルの治世にムスリム軍に征服された）アラビア半島

の（キリスト教徒の）住民が（ムスリム軍の司令官）アプド・アル＝ラフマ

ーン・プン・ガナムに以下のように書き送った。

あなたがたが我らの固に侵入してきたのに対して、我々は我々が以下の

ことを我々自身に対して条件と課すことで、あなたに我々自身と我々の同

信者の安全保証を求める。

我々は我々の町に教会を新築せず、その郊外に修道士の修道院（dair）、

庵（qalaya）、僧院（~auma‘a）をも（新築）せず、教会の破損も修復せず、

またムスリムの占領地にもそれら（教会、修道院）に類するものを（新築）

しない。また我々は我らの教会に昼夜を関わずムスリムが入ることを拒ま

ず、その門戸を通行人、旅人に対しては解放するが、スパイはそこにも我々

の住居にも泊めない。

また我々はムスリムを崩す者のことを隠さず、我々の教会の中で小さな

音で鳴らす以外我らの鐘を鳴らさず、その（教会）の上に十字架を立てず、

ムスリムが参加している場合には我らの教会内でも礼拝でも（聖書）読調

でも大声を上げず、ムスリムの市場に我らの十字架や聖書を出品せず、雨

乞いや「枝の主日Jに外出せず、我々の死者（の葬儀）で哀悼の声を上げ
ず、ムスリムの市場に灯明を飾って彼ら（死者）を持ち込まず、彼ら（ム

スリム）の近隣に豚を入れず、酒を売らず、多神崇拝を公開せず、誰も我々

の宗教に勧誘せず、その宣教をしない。また我々はムスリムが分有してい

る奴隷からは何物も取り上げず、我々の親戚の誰がイスラームへの入信を

望んでも妨げない。

また我々は今まで通りの衣装を守り、縁無関、ターバン、靴の着用にお

いても、頭髪を分けることにおいても、ムスリムを真似ず、また彼ら（ム
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スリム）の行進においても（真似）せず、彼ら（ムスリム）の言葉を喋ら

ず、彼らと同じ命名（kuna）をせず、我々の前頭部は刈り上げ、前髪を分

けず、我々は腰に（専用の）腰帯を締め、我々の指輪にアラビア語を彫ら

ない。

また我々は鞍に乗らず、いかなる武器も作らず、携帯せず、帯万しない。

また我々は集会においてもムスリムに敬意を表し、道案内をし、彼らが

集会を望めば、彼らのために席を立ち、また我々は在宅中の彼ら（ムスリ

ム）を煩わせない。

また我々は我らの子弟にクルアーンを教えず、ムスリムが取引の決定権

を持つのでない限り我々の誰もムスリムと商売の共同経営を行わない。

また我々は全てのムスリムの旅人を3日間は客として歓待し、有り合わ

せの普通の食事を施す。それは我々が我ら自身と我らの子弟、妻、貧者た

ちに保証しているものである。

もし我々が（ここに）我々自身に課しそれによって安全保証を受け入れ

た条件を我々が改変するか違えるかすれば、我々には庇護契約（を享有す

る権利）はなくなり、あなたには反抗（mぜanada）と内紛（shiqaq）の徒

に対して許されること（攻撃）が許される。

アプド・アル＝ラフマーン・プン・ガナムは（第2代カリフ）ウマル・プ

ン・アル＝ハッタープーアッラーフ、彼を嘉し給えーにこれ（契約）を書き

送った。

するとウマルは彼ら（キリスト教徒）に以下のような返書を認めた。

私は彼らに対して彼ら請願したことに調印するが、私は彼らが彼ら自身

に条件として課したことに加えて、彼らが（敵に捕らえられた）我々（ム

スリム）の捕虜を（奴隷として敵から）買い取らないことと、ムスリムを

故意に殺害した者は（庇護）契約が無効になる、との条件の2項目を添え

る。

アプド・アル＝ラフマーン・プン・ガナムはこれを公布し、シリアの諸都

市に居住した（東）ローマ人はこの条件を承認した。J（アル＝ハッラール、
アル＝パイハキー） al=Mughni, vol.13, pp.237・238.

（注6）「ロパなどJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.311. 

（注7）「ウマルは庇護民に前髪を刈り上げ、腰帯を締め、（馬の）荷鞍に横乗

りするように命じたJ（アル＝ハツラール）めid..vol.4, p.311. （注5）参照。
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（注8）「それは彼らに対して敬意を表することになるからJal＝再liishiya,vol.4, 
p.311. （注5）参照。 cf.,al=Ki杭 vol.4,p.359. 

（注9）「ユダヤ教徒やキリスト教徒に先に挨拶をするな。彼らの誰かに道で

会ったなら、彼らに道を譲らせよJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー） al 

=Rau4 al=Murbi‘， vol.4, p.312. 

（注10）「イスラーム（の地）には（キリスト教）教会は建てられず、破損箇所

も修復されない」（ハデイース：アル＝スユーティー ［al=Jiimi'al=Kabir ]) 

ibid., vol.4, p.313・314,al:::Mughnl, vol.13, p.241. 

（注目）「イスラームは上位にあり、下位に（なっては）はならない」（ハデ

イース：アル＝プハーリー、アル＝タパラーニー、アル＝パイハキー ［al=

Dalii'ilJ、アJレ＝ダーラクトゥニー） al=Rau4 al:::Murbi', vol.4, p.315, al= 

Salsabil, vol.2, p.19. 

（注12)（注5）参照。 cf.,al:::Kiifi, vol.4, p.360. 

（注13）「なぜならその者はかつてその虚偽を認めていたところの虚偽の宗

教に改宗したことになり、背教に準ずるからJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, 
p.319. 

「改宗する者は処刑せよJ（ハデイース：アル＝プハーリー） al=Salsabrl, 
vol.2, p.19. 

［庇護契約の違背行為］章

もし庇護民がジズヤの貢納（注1）、あるいはイスラームの規定の遵守を

拒むか、ムスリムに対し殺人（注2）、強姦（ta‘addabi-zina) ＜注3）、強盗、

スパイ行為、スパイの蔵匿を行ったり（注4）、アッラーとその使徒（注5）、

あるいはクルアーンを冒涜すれば（注6）、庇護契約に違背したことになる

が、違背はその妻子にまで及ぶものではなく（注7）、本人の生命と財産の

みが庇護を解除される（注8）。
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（注I）「彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租を差し出すまで。」（クルア

ーン9章29節） al=Mu 'tamad, vol. I, p.397. ［庇護契約の締結］章（注10）参照。

（注2)［庇護民の諸規定］章（注1）参照。 cf.,al=Salsabrl, volムp.20.

（注3）「（第2代カリフ）ウマル・プン・アル＝ハッタープはムスリムの女性

を強姦したユダヤ教徒の保を命じた」（ハディース：アル＝パイハキー、ア

ル＝タパラーニー） ibid., vol.2, p.20. 

（注4）「（マッカ）征服の戦い（の歴史伝承）には、彼（アッラーフの使徒）

の『アッラーフはパドル（の戦役の）参戦者を顧みられるかもしれないと恩

わないのかjとの言葉によって、たとえムスリムであってもスパイを処刑す

ることの許可（の典拠）が存在する。彼（使徒）は彼がパドル（の戦役に）

参戦したために処刑を中止したのである。jal=f!iishiya, vol.4, p.322. 

パドルの戦役にも参加したムスリムの「移住者」の一人ハーテイプ・プン・

アプー・パルタアがマッカの多神教徒側に内通していたのを発見された。（第

2代カリフ）ウマルはその処刑を主張したが、預言者（彼にアッラーフの祝

福と平安あれ）がはハーテイプがパドルの戦役にも参加した古参ムスリムで

あったことを理由に彼を許した。『日訳サヒーフ ムスリムj第3巻、 473

-474頁参照。

（注5）「（教友）イプン・ウマルは、（キリスト教徒）修道士が預言者（彼に

アッラーフの祝福と平安あれ）を誹諮している、と聞き、『もし私がそれを

聞いたなら、その男を殺していただろう。私はそんな輩に安全保証を与えな

いjと言った」（出典不明） al=Mu'ta仰 ＇d,vol.I, p.397. 

（注6）「契約を結んだ後で彼らがその筈いを破り汝ら（ムスリム）の宗教を

誹議するなら、不信仰の頭自らと戦え。まことに彼らには普いなどない。J（ク
ルアーン9章12節） al=SalsabTI, vol.2, p.21. 

（注7）「違反は彼にあり、彼だけに限られるからjal=Rau<! al=Murbi', vol.4, 

p.324. 

「誰も他人の重荷を背負わない」（クルアーン6章164節、 17章15節、 35章

18節、 39章7節、 53章38節） al=Salsabr/, vol.2, p.21. 

（注8）「その者に対してイマーム（カリフ）には、敵国人の捕虜（に対して

と）と同じく、処刑、奴隷化、特赦、身代金かムスリム捕虜との交換による
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釈放のいずれかの選択肢があるJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.324. 
「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は（ユダヤ教徒）クライザ

族の男性（捕虜）を処刑されたが、その数は600人から700人に及んだJ（ハ
デイース：アル＝ナサーィ一、アル＝テイルミズィー、アフマド）

「その後、特赦か、あるいは身請けJ（クルアーン47章4節）
「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は教友2人によってウカイ

ル族の多神教徒2人を身請けされたJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー、
アフマド）

「（預言者は）パドル（の戦役）の者（敵軍捕虜）の金による身請けに応

じられたJ（アプー・ダーウード、アル＝ハーキム） cf., al=Mu'tamad, vol.1, 
p.382. 
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